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自然をたいせつにし、美しいまちをつく

りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しく ‘し、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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列
歳
も
汝
子
箔
完
走
Ｌ
た
首

ー

L二

ボ
カ
ボ
カ
陽
気
の
な

Q

L

ー

おとしより'桑

もいっしょに

スタート

か
"第1回高萩市マラ ソン大会,,／300人が参加

写

「
走
れ
、
走
ろ
う
、
鍛
え
よ
う
」
と

呼
び
か
け
て
い
た
第
１
回
高
萩
市
マ
ラ

ソ
ン
大
会
（
主
催
高
萩
市
体
育
協
会
陸

上
競
技
部
、
後
援
高
萩
市
教
育
委
員

会
）
か
２
月
晦
日
に
市
役
所
か
ら
松
岡

農
協
折
り
返
し
６
キ
ロ
コ
ー
ス
の
中
学

生
、
女
子
、
高
令
者
レ
ー
ス
と
、
市
役

所
か
ら
手
綱
工
業
団
地
入
り
口
折
り
返

し
ｎ
キ
ロ
コ
ー
ス
の
青
年
、
壮
年
と
の

レ
ー
ス
に
分
か
れ
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
、
時
訓
分
の
ス
タ
ー
ト
に
先
立

ち
開
会
式
で
市
長
が
「
健
康
に
は
十
分

注
意
し
て
意
義
あ
る
大
会
を
」
と
選
手

を
激
励
し
た
あ
と
、
市
役
所
玄
関
ホ
ー

ル
で
参
加
者
全
員
が
医
者
の
診
断
を
受

け
ほ
と
ん
ど
が
”
合
格
鯉
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
グ
ル
ー
プ
や
農

業
、
商
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
そ
れ
に
最

年
長
ｎ
歳
の
農
業
渡
辺
庄
さ
ん
（
秋
山

１
６
７
７
）
な
ど
で
「
第
１
回
の
記
念

に
１
カ
月
前
か
ら
好
き
な
酒
を
控
え
こ

の
日
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
の
中
で
、
沿
道
の
市
民
の
み
な
さ

ん
の
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
、
ゑ
ご
と
全

員
が
完
走
し
ま
し
た
。
’

○
成
績
は
次
の
通
り
一

○
青
年
の
部
①
長
岐
治
雄
、
②
小
野
正

人
、
③
渡
辺
正

○
壮
年
の
部
①
津
谷
順
三
、
②
田
村

勲
③
伊
東
和
夫

○
高
令
者
（
女
子
の
部
）
⑪
及
川
等
、

②
赤
津
賀
己
、
③
増
井
勝
信

○
中
学
の
部
①
鈴
木
義
則
（
君
中
）

②
宮
島
昭
司
（
高
中
）
③
金
沢
泰

（
松
中
）
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、
、
ニ
ョ
マ
一
Ｉ
‐
／
…
‐
Ｊ
照
Ｉ
ノ
ミ
ｊ
ｆ
１
Ｊ
ｌ
ｌ
く
，
ｒ
、
ｆ
、
ノ
０
ノ
も
‐
ノ
ー
刊
／
ｑ
ｊ
ｆ
１
ノ
、
ノ
４
ｑ
ノ
ｋ
Ｊ
４
“
「

力

》
詑
癖
誕
一

ふ
る
ま
増
ら
一

吟
か
築
城
一

気
ノ
夢
っ
新
法

》

、
“
〃
〃
即
Ⅳ
画
口
つ
』
ノ
ー
‐
ノ
ー
‐
ノ
ー
０
Ｊ
ｆ
、
／
、
／
、
ノ
ー
ｊ
イ
！
〃
、
Ｊ
ｆ
ｉ
〆
ｑ
ｊ
Ｉ
‐
Ｊ
１
ノ
Ｉ
ノ
Ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
－
Ｄ
ｆ
０
‐
ノ
ー

物
遥
灌
蕊
凝

建
か
ら
施
行
さ
れ
て
ぃ
ま
す

こ
の
改
正
の
お
も
な
も

の
の
は
、
違
反
建
築
物
の
取

た
熱
燭
維
瀕
灘

な
で
、
皆
さ
ん
に
闇
の
あ

坐
あ
し
龍
認
定
も
含
ま
れ
て
い
ま

こ
れ
か
ら
新
築
や
増
改
築
さ
れ
る

部
屋
の
壁
や
、
天
井
な
ど
室
内
に
面
す
一

離
郷
伽
設
計
者
も
処
分
の
対
象
為
編
分
を
不
燃
村
蒋
《
稿
綿
桑
し
‐
ゞ

鉄
鋼
ア
ル
ミ
’
一
ユ
ー
ム
、
モ
ル
タ
ル
、
》

’
八
マ
イ
ホ
ー
ム
は
愼
重
に
Ｖ
ｌ
し
っ
く
い
な
ど
）
ま
た
は
、
準
不
燃
材
一

か
た
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
↓
営
業
停
止
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
料
（
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
厚
さ
妬
ミ
リ
以
一

上
・
石
膏
ボ
ー
ド
厚
さ
９
ミ
リ
以
上
）
一

こ
れ
か
ら
家
を
建
て
る
人
は
に
な
り
ま
す
。

で
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
を
建
て
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
建
非
常
用
設
備
の
義
務
づ
け

築
を
計
画
す
る
敷
地
の
大
き
さ
を
正
確
火
災
に
よ
る
人
身
事
故
防
止
の
た
め
建
築
は
き
ま
り
を
守
っ
て

に
測
量
し
て
け
ん
ぺ
い
率
（
斜
線
制
限
い
ま
ま
で
共
同
住
宅
を
対
象
と
し
て
い
あ
な
た
か
申
請
さ
れ
た
道
路
と
建
築
物
一

以
内
）
以
内
で
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
室
内
仕
上
材
料
の
制
限
が
、
拡
大
さ
（
建
物
、
門
、
塀
な
ど
）
の
敷
地
と
の
一

ないことになっています。また道れ、排煙設備、非常用照明装置、関係で、道路幅員が４メートル末路側を測量する際には、必ず道路および非常用進入口の設置などが満の場合は、その道路一杯に建築一

管
理
者
に
立
合
い
を
求
め
境
界
な
ど
を
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
道
路
一

確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
木
造
二
階
建
て
の
住
宅
の
中
心
線
よ
り
２
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
一
に
な
ら
な
い
よ
う
き
ま
り
を
守
り
ま
し

こ
れ
ら
の
敷
地
に
家
を
新
築
、
増
改
で
、
一
階
に
台
所
、
浴
室
、
ボ
イ
ラ
ー
線
が
、
道
路
境
界
線
と
な
り
ま
す
。
｛
よ
う
。

築
（
大
規
模
な
修
理
も
含
む
）
に
は
、
室
な
ど
で
火
を
使
用
す
る
設
備
や
、
器
図
に
示
し
た
と
お
り
工
事
施
工
に
あ
な
お
、
建
築
の
場
合
の
登
録
な
ど
は

建
築
基
準
法
に
よ
る
確
認
申
請
書
を
提
具
（
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、
炉
、
ポ
イ
た
っ
て
は
、
必
ず
こ
れ
に
従
う
よ
う
施
建
設
課
管
理
係
（
電
話
内
線
２
７
０
）

出
し
、
認
可
を
受
け
て
か
ら
着
手
し
て
ラ
ー
な
ど
）
を
取
り
つ
け
る
場
合
は
、
工
者
と
も
十
分
打
合
せ
を
し
違
反
建
築
へ
．
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。
三
毛
三
圭
言
二
二
一
三
一
一
三
三
莞
一
一
三
三
一
二
塁
三
一
一
三
毛
一
三
一
一
一
幸
三
幸
三
一
一
三
一
三
ミ
ニ
一
一
二
三
宅
三
薑
一
三
幸
一
三
』
一
三
二
三
毒
三
雲
二
毒
三
一
三
三
一
一
毒
三
三
菫
一
三
三
一
一
一
言
一
二
二
二
首
言
宰
一
二
》
’
三
一
一
二
二
一
二
一
輻
一
三
三
一
一
一
言
三
一
三
詮
一
三
一
雪
二
三
垂

ま
た
、
建
築
主
は
ゞ
工
事
が
終
っ
た

ら
工
事
完
了
の
日
か
ら
４
日
以
内
に
工
暮
し
の
な
か
で
防
火
点
検
を
消
火
器
販
売
業
者
に
注
意

事
完
了
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

春
の
火
災
予
防
運
動
最
近
、
消
火
器
を
消
防
署
か
ら
頼
ま

せ
ん
。

れ
た
、
ま
た
は
、
法
律
に
従
っ
て
な
ど

違
反
建
物
は
停
止
命
令
ゞ
「
幸
せ
を
明
日
（
あ
し
た
）
に
っ
な
考
え
て
く
だ
さ
い
．
の
一
一
言
葉
に
、
な
か
ば
強
制
的
に
価
格
も

建
築
監
視
員
制
度
を
設
け
、
違
反
建
ぐ
火
の
始
末
」
を
目
標
に
、
２
月
”
日
○
ガ
ス
器
具
の
正
し
い
使
い
方
の
習
慣
高
く
売
り
つ
け
る
業
者
が
各
地
に
現
わ

築
を
発
見
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
工
か
ら
３
月
週
日
ま
で
、
昭
和
剛
年
春
の
を
つ
け
る
。
一
れ
被
害
を
う
け
て
る
家
庭
が
あ
り
ま
す

事
の
施
工
停
止
命
令
が
出
来
る
よ
う
に
火
災
予
防
産
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
○
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
、
寝
た
ば
こ
の
こ
の
よ
う
な
業
者
が
柔
な
さ
ん
の
家

、
ユ

『

な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
内
に
は
、
火
災
に
な
り
や
す
い
防
止
一
庭
を
訪
れ
た
場
合
に
は
、
消
防
署
へ
連

こ
れ
は
、
違
反
建
築
の
工
事
が
進
ま
‐
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
○
お
で
か
け
前
、
お
や
す
象
前
の
火
の
絡
し
、
確
認
し
て
か
ら
購
入
さ
れ
る
よ

な
い
う
ち
に
停
止
さ
せ
、
基
準
ど
お
り
た
と
え
ば
、
整
髪
用
（
ス
プ
レ
ー
、
点
険
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
消
火
器
は
、

に
直
さ
せ
る
た
め
で
す
。
こ
の
連
反
建
卜
｝
一
ツ
ク
）
、
殺
虫
剤
用
、
、
ヘ
ン
ジ
ン
」
○
お
と
し
よ
り
、
こ
ど
も
、
病
人
の
安
か
な
ら
ず
国
の
規
格
に
合
格
し
て
あ
る

築
に
対
し
て
は
、
標
識
な
ど
に
よ
る
公
な
ど
、
わ
た
く
し
た
ち
の
周
囲
に
は
、
全
避
難
の
確
保
も
の
を
選
ん
で
、
《
家
庭
に
備
え
、
防
火

示
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
設
計
者
や
、
危
険
な
も
の
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
○
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
な
ど
の
準
備
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

工
事
施
工
者
（
大
工
な
ど
）
、
不
動
産
火
災
予
防
運
動
期
間
ば
か
り
で
な
く
あ
な
た
の
家
庭
で
も
今
日
か
ら
防
火
、
消
防
署
へ
の
問
い
合
せ
は
②
２
２
５

業
者
な
ど
も
監
督
機
関
に
報
告
さ
れ
、
ゑ
な
さ
ん
の
家
庭
の
中
で
防
火
対
策
を
点
険
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
８
へ
ど
う
ぞ
‐
「
．

～～

－
１
－
）

弓;>＝

倭
、
》

忽一

一

.〃

甲
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←

一

一

自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
遺
児
で
、

０
才
か
ら
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
の
方

で
次
の
ど
れ
か
・
に
該
当
し
て
い
る
方
は

無
利
息
で
生
活
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て

貸付を受けることができる資格のある方

遺児、 またはその偲護者が次のうちのどれかひとつにあてはまる場合です。

交
通
遺
児
の
救
済
に

’ ’篭 ;IIllll '#等の発行簡伽 内 i'"書等の発1滴所

市区町村

麺 谷

｢児童扶養手当_の支給を受け
ている方1ilX町村･r|il'l肘民税を納めていない方

市川村民税の均等割だけ納めている方 市区iH]･村または
税務署

r|ilXIIII# 所得税を納めていない方

生禍保護を必婆とする状態の
方（甥保護荷）雁IKff金保険料を免除されているブ 福祉事務所

福祉事務所

市|XIII#

生
活
資
金
の
貸
付
制
度
発
足

｢|Ⅱ帯更生資金｣の貸付を受けているﾉノ 生活保護を受けている方|会福祉協議会

1術|え旧丁村紋行委員会から 1就学援助」
を'受けている方

独行委員会ま丈

は':iを枝

お
り
ま
す

貸
付
額
は
生
活
資
金
が
遺
児
１
名
に

つ
き
、
一
時
金
７
万
円
、
育
成
資
金
と

し
て
遺
児
一
名
に
つ
き
、
月
額
６
，
０

０
０
円
が
貸
付
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
に
応
じ

て
、
低
利
で
、
万
円
か
ら
帥
万
円
を
限

度
に
次
の
よ
う
な
貸
付
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

○
後
遺
障
害
保
険
（
共
済
）
金
一
部

立
替
貸
付
○
保
障
金
一
部
立
替

貸
付
○
不
履
行
判
決
貸
付

く
わ
し
く
は
水
戸
市
泉
町
１
の
６
番

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
茨
城
支
社

画
０
２
９
２
１
恥
１
０
５
９
１
１
２
番

へ
ど
う
ぞ
。

Ｌ
Ｌ

↓

市
政
モ
ニ
タ
ー
雪
秀
集
一

一

一
あ
な
た
の
ご
意
見
を
ど
う
ぞ

一

一
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
情

一
め
、
ど
う
ぞ
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
報
の
提
供
、
連
絡
会
議
の
出
席

一

一
市
政
に
反
映
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
○
方
法
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年

今
○
資
格
、
市
内
居
住
が
２
年
以
上
の
令
を
明
記
し
て
郵
送
す
る
こ
と

－
人
（
公
職
を
も
た
な
い
人
）
（
龍
話
で
も
結
椛
で
す
）

一
Ｃ
任
期
、
昭
和
団
年
４
月
１
日
か
ら
○
申
し
込
忠
先

○
人
員
、
鋤
人
○
締
め
切
り
昭
和
団
年
３
月
加
日

禦
鋤
理
…
“
一

垂

一

Ｊ
Ｉ
ｌ

玲

一

駅
前
の
交
通
事
情
の
改
善
の
た
め
、

こ
の
ほ
ど
、
イ
ト
Ｉ
ヨ
ー
カ
堂
東
側
道

路
が
一
方
通
行
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
道
路
を
広
く
美
し

く
、
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
に
ゑ
ん
な

で
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
駅
前
の
駐
車
場
は
訓
分
で
す
か

ら
、
時
間
は
必
ず
守
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

一
方
通
行
の
指
定
に

－

Ｉ
イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
東
側
’
一 ／
壷
〃
『
）
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((((((((((（しよ加入）)))))))))）交通災害共済

3月22日から出張受付

交通災害共済加入の受付け日-程

交
通
事
故
は
、
・
毎
日
の
よ
う

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
こ
か
で
だ
れ
か

が
、
交
通
事
故
と
い
う
大
き
な

悪
魔
に
つ
か
ま
っ
て
、
ケ
ガ
を

し
た
り
死
亡
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
つ
ぎ
は
、
あ
な
た
の
番
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
か
ら
で
も

遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
に
あ

な
た
を
お
そ
う
か
も
し
れ
な
い

事
故
に
備
え
て
、
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
ま
し
よ
う
。

い
ま
ま
で
加
入
し
て
い
る
方

は
３
月
皿
日
で
終
了
し
ま
す
。

昭
和
副
年
度
分
は
２
月
１
日
か

一

1

日日

1日』期日

q U>ワ
J､空ム』

＋旦
所

鴦蝋
上君田小学校

若栗公民館

大能公民館

三代商店前

中戸川公民館

下手綱公民館

南組〃

関口 〃

北組〃

赤浜願成寺

時 間 期日

3．23

場 所

高戸公民館

桝形倉庫前

秋山小学校

山手公民館

秋山中学校

秋山下公民館

島名 〃

石滝公民館

安良川〃

東小学校

第二分団詰所

高浜集会場

時

1

1

9

9

10

11

11

9

9

10

10

11

一
ダ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
５
２
０
５
２
０
２
５
２
５
３

■
■
甘
■
■
■
■
凸
琶
叩
■
昏

１
１
９
０
０
１
２
９
９
０
０
１

１
１
１
１
１
１
１

ト
ト
》
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

０
３
０
４
２
０
４
０
３
０
３
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
５
２
０
４
２
２
５
】
２
５
３

５
も
■
■
△
■
■
ｄ
■
●
●
■

０
１
１
１
２
２
３
９
９
０
０
１

１
１
１

１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
３
０
４
２
０
０
３
０
３
１

０
０
１
１
１
２
３
９
９
０
０
１

１
１
１

１
１
１

『

3．24

毒二〆

ら
加
入
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。
未
加

入
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
連
絡
員
に
加
入
申
し
込
み

書
を
送
付
し
て
、
と
り
ま
と
め
を
、
お

願
い
し
、
次
の
日
程
で
出
張
受
付
を
行

な
い
ま
す
。

個
人
で
申
し
込
み
の
場
合
は
都
合
の

よ
い
と
こ
ろ
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
は
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
活
動
担
当
霞

内
線
２
１
９
番
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

、

、
芦

］OQ
J．合』 3．25

1

I
］

Ｉ
Ｔ

Ｉ

ヘ ーーー
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当
〆
〃
１

０

取
り
あ
げ
た
赤
ち
や
ん
仙
人
３

助
産
婦
和
田
さ
く
ら
さ
ん

助
産
婦
和
田
さ
く
ら
さ
ん
（
鮨
歳
）
高
萩
４
７
０
Ⅱ
写
真
Ⅱ

は
、
助
産
婦
歴
調
年
で
取
り
あ
げ
た
赤
ち
や
ん
３
，
４
０
０
人
ｌ

和
田
さ
ん
は
、
さ
る
１
月
配
日
水
戸
市
知
事
会
館
で
、
こ
の
永

年
に
わ
た
る
医
療
発
展
の
功
労
が
認
め
ら
れ
第
４
回
読
売
医
療

功
労
賞
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
も
、
保
健
所
で
母
親
学
級
や
県

立
中
央
看
護
専
門
学
校
の
講
師
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
即
仕

１
１

八
②
Ｖ

野
鳥
の
な
か
で
、

も
つ
と
哨
早
起
き
で

な
わ
ば
り
（
テ
リ

ト
リ
ー
）
を
宣
言
す

る
の
は
、
こ
の
モ
、
ス

で
あ
る
。
夏
期
は
４

時
別
分
ご
ろ
か
ら
キ

イ
ー
キ
イ
ー
キ
イ
ー

と
鋭
い
声
で
鳴
く
が

短
時
間
で
あ
る
。
秋

に
は
、
そ
の
な
き
声

高
萩
の
野
鳥
モ
ズ
（
モ
ズ
科
）

が
一
層
か
ん
高
く
鳴
き
続
け
、
一
日
に

何
回
も
な
く
。
留
鳥
と
し
て
、
各
地
に

見
ら
れ
、
全
長
鋤
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
で
あ
る
が
、
く
ち
ば
し
は
鋭
く
、

食
肉
性
で
カ
エ
ル
、
ト
カ
ゲ
ヘ
バ
ッ
タ

の
ほ
か
、
他
の
小
鳥
類
も
食
べ
る
こ
と

も
あ
る
。
樹
木
の
刺
や
、
小
枝
な
ど
に

餌
を
つ
き
刺
し
て
、
「
モ
ズ
ノ
ハ
ャ
’
一

筐
を
つ
く
る
習
性
が
あ
る
の
は
有
名

で
あ
る
。
貯
蔵
の
た
め
と
い
わ
れ
る
が

定
説
は
な
い
。
）
〆
）

ライオンズクラブが清掃奉仕
ダ

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

月
１
回
高
萩
駅
の
西
、
東
口
の
駅
前
通

り
を
定
期
清
掃
し
て
い
ま
す
。
春
、
秋

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
花
貫
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
も
会
員
の
手
に
よ
っ
て
清
掃
さ
れ

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
役
か
つ
て
い

ま
す
。
２
月
Ⅳ
日
午
前
６
時
訓
分
駅
東

口
を
清
掃
す
る
会
員
の
み
な
さ
ん
。

》

Ｐ

一

繁
殖
期
に
は
、
山
地
に
移
る
が
、
秋

か
ら
冬
の
間
は
、
平
野
、
村
落
附
近
の

林
、
ま
た
は
、
耕
地
な
ど
に
住
む
。

高
萩
市
内
で
は
、
市
街
地
を
除
い
た

と
こ
ろ
で
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
。
「
も

ず
が
枯
木
で
」
と
い
う
歌
で
親
し
ま
れ

：「
市
政
を
学
ぶ
婦
人
の
つ
ど
い
」

一J 』

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
１
０
１
１
８
・
〃
ガ
グ

カ
メ
ラ
・
ル
ボ

グ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

と
て
も
愛
嫡
が
あ
る
。
こ
ん
な
顔
を
し

て
い
る
時
は
、
狸
物
を
じ
っ
と
ね
ら
っ

て
い
る
時
で
あ
り
、
捜
物
と
わ
か
れ
ば

急
飛
行
下
し
て
揃
え
る
。
烏
籠
な
ど
に

小
鳥
を
飼
っ
て
い
る
時
、
襲
っ
て
く
馬

の
は
こ
の
モ
ズ
で
あ
る
の
で
、
注
意
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ
ズ
が
い
つ

で
も
み
ら
れ
る
環
境
を
保
ち
た
い
も
の

で
あ
る
。

て
い
る
こ
の
烏
も
、
実
際
に
は
、
姿
を

見
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

枯
枝
の
先
や
電
線
に
止
ま
っ
て
い
る

と
き
は
、
尾
つ
ぼ
を
上
下
に
振
っ
て
、

〆 （
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

』ー

「市政を学ぶ婦人のつどい」の学習から市政と地些

蕊灘雛鞘羅扉蕊
民館で開かれました。初日は、市長の講話を中心にる
学習、 2日目は、助役はじめ各部課長をまじえ分科
会で意見交換をし午後4時過ぎ閉会しました。

淳曵

申
::

』二:

壷 ー

０

苗
木
Ｍ
本
を
記
念
植
樹

２

第
”
回
全
国
植
樹
祭
を
記
念
し
て
、

２
月
恥
日
花
貫
フ
ラ
ワ
ー
・
ハ
ー
ク
で
、

市
長
を
は
じ
め
婦
人
会
や
八
老
人
ク
ラ

ブ
、
緑
の
少
年
隊
な
ど
各
種
団
体
か
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
ク
ロ
マ
ッ
、

イ
チ
ョ
ウ
な
ど
皿
種
類
２
０
０
０
本
の

苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

明
る
い
く
ら
し
の
設
計

一
①
‐
令

簡
易
保
険
．
を
ど
う
ぞ

郵
便
局
の
簡
易
保
険
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
、
こ
の
保
険
は
、
竿
校
、
住

宅
、
道
路
の
建
設
と
い
っ
た
面
で
、
豊

か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
．
３
月
証
日
ま
で

新
加
入
運
動
が
行
な
わ
れ
、
簡
易
保
険

の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

努
め
、
よ
り
一
層
の
普
及
を
は
か
っ
て

お
り
ま
す
。

入
学
、
卒
業
、
就
職
、
成
人
等
の
記

念
に
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よい

奥
〕
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